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OSS-DB Silver技術解説無料セミナーセミナー2021/04/10 開催

SRA OSS, Inc. 日本支社正野　裕大
本日の講師講師

主題 運用管理（出題範囲 52 %）
副題 標準付属ツールの使い方【重要度：ツールの使い方【重要度：の講師使い方【重要度：い方【重要度：方【重要度：5】
主題 開発/SQLSQL（出題範囲 32 %）
副題 SQLコマンド【重要度：13】
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#OSS-DB

講師紹介
正野　裕大
SRA OSS, Inc. 日本支社所属ツールの使い方【重要度：
PostgreSQL の講師技術サポート・コンサルティングサポート・コンサルの使い方【重要度：ティング
PostgreSQL トレーニング講師

SRA OSS, Inc. 日本支社 (https://www.sraoss.co.jp/)
PostgreSQL などの講師 OSS プロダクトの講師技術サポート・コンサルティングサポート・コンサルの使い方【重要度：ティング
PowerGres 製品の製造、販売の講師製造、販売
PostgreSQL トレーニング

https://www.sraoss.co.jp/
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#OSS-DB

OSS-DB／オープンソースデータベース技術者認定試験オープンソースデータベース技術者認定試験
OSS-DBとは

オープンソースのデータベースソフトウェア「の講師データベースのデータベースソフトウェア「ソフトウェア「PostgreSQL」を扱うことができるを扱うことができる扱うことができるうことができる技術サポート・コンサルティング力の認定です。様々な分野での講師認定です。様々な分野でです。様々な分野で様々な分野でな分野でPostgreSQLの講師利用拡大が進む中でむ中で中ででOSS-DBの講師認定です。様々な分野でを扱うことができる持つことは、自分のキャリアのアピールにもつながります。つことは、自分の講師キャリアの講師アピールの使い方【重要度：にもつながります。様々な分野で
OSS-DB Goldは設計やコンサルティングができる技術力の証明やコンサルティングができる技術力の証明コンサルの使い方【重要度：ティングができる技術サポート・コンサルティング力の認定です。様々な分野での講師証明

PostgreSQLについ方【重要度：ての講師深い知識を持ち、データベースの設計や開発のほか、パフォーマンい方【重要度：知識を持ち、データベースの設計や開発のほか、パフォーマンを扱うことができる持つことは、自分のキャリアのアピールにもつながります。ち、データベースのデータベースソフトウェア「の講師設計やコンサルティングができる技術力の証明やコンサルティングができる技術力の証明開発の講師ほか、パフォーマンスのデータベースソフトウェア「チューニングやコンサルティングができる技術力の証明トラブルの使い方【重要度：シューティングまで行えることが証明できますえることが証明できます
OSS-DB Silverは導入や運用ができる技術力の証明やコンサルティングができる技術力の証明運用ができる技術サポート・コンサルティング力の認定です。様々な分野での講師証明

PostgreSQLについ方【重要度：ての講師基本的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアな知識を持ち、データベースの設計や開発のほか、パフォーマンを扱うことができる持つことは、自分のキャリアのアピールにもつながります。ち、データベースのデータベースソフトウェア「の講師運用管理が行えることが証明できますえるエンジニアとしての講師証明ができます
対象のバージョンはの講師バージョンはPostgreSQL 11
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#OSS-DB

プロモーション 1/2
SRA OSS, Inc. 日本支社はPostgreSQLトレーニングコースを各種用意しています各種用意していますしています

PostgreSQL導入や運用ができる技術力の証明PostgreSQL導入や運用ができる技術力の証明初級
中で級
上級

OSS-DB
Silver対応

PostgreSQL
クラスのデータベースソフトウェア「タシスのデータベースソフトウェア「テム

構築
(Pgpool-II)Pgpool-II)

PostgreSQL
クラスのデータベースソフトウェア「タシスのデータベースソフトウェア「テム

構築
(Pgpool-II)Pgpool-II)

PostgreSQL
クラスのデータベースソフトウェア「タシスのデータベースソフトウェア「テム

構築
(Pgpool-II)Pacemaker)

PostgreSQL
クラスのデータベースソフトウェア「タシスのデータベースソフトウェア「テム

構築
(Pgpool-II)Pacemaker)

PostgreSQL
運用管理

PostgreSQL
運用管理

PostgreSQL
インターナルの使い方【重要度：
PostgreSQL

インターナルの使い方【重要度：

OSS-DB
Gold対応

オンライン対応
OSS-DB Exam認定です。様々な分野で校第1号ならではの充実した内容ならではの講師充実した内容した内容内容
受講者のレベルに合わせたコースでの講師レベルの使い方【重要度：に合わせたコースでわせた内容コースのデータベースソフトウェア「でOSS-DB試験にも対応した内容にも対応した内容内容
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#OSS-DB

プロモーション 2/2
直近のトレーニング開催スケジュールのトレーニング開催スケジュールトレーニング開催スケジュール

詳しくはしくはhttps://www.sraoss.co.jp/prod_serv/training/pgsql/

https://www.sraoss.co.jp/prod_serv/training/pgsql/
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#OSS-DB

今回のテーマとゴールのテーマとゴールテーマとゴールとゴールゴール

運用管理（出題範囲52%）の「標準付属ツールの使い方【重要度のトレーニング開催スケジュール「標準付属ツールの使い方【重要度標準付属ツールの使い方【重要度ツールのトレーニング開催スケジュール使い方【重要度い方【重要度: 5】」」
開発/SQL（出題範囲32%）の「標準付属ツールの使い方【重要度のトレーニング開催スケジュール「標準付属ツールの使い方【重要度SQL コマンド【重要度: 13】」」

初めてデータベースを学ぶ人がめてデータベースを各種用意しています学ぶ人がぶ人が人ががPostgreSQLやSQLのトレーニング開催スケジュール学ぶ人が習の最初の一歩を踏み出せるのトレーニング開催スケジュール最初めてデータベースを学ぶ人がのトレーニング開催スケジュール一歩を踏み出せるを各種用意しています踏み出せるみ出せる出せる
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#OSS-DB

環境情報

仮想マシンマシンossdbを各種用意しています用意しています
CentOS 8.3
[postgres@ossdb ~]$ cat /etc/redhat-release
CentOS Linux release 8.3.2011

PostgreSQL
両マシンとも開発コミュニティ公式のパッケージからマシンとも開発コミュニティ公式のパッケージからの講師パッケージからPostgreSQL 11を扱うことができるインスのデータベースソフトウェア「トールの使い方【重要度：して環境変数(Pgpool-II)*)を扱うことができる調整済みみ
具体的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアなインスのデータベースソフトウェア「トールの使い方【重要度：方法は は LPI-Japan の講師 Youtube チャンネルの使い方【重要度：を扱うことができる参照

(*) 環境変数: コマンドやコンサルティングができる技術力の証明アプリケーションの講師実した内容行えることが証明できます時に参照される変数のこと。に参照される変数の講師こと。様々な分野で

https:/SQL/SQLwww.youtube.com/SQLwatch?v=tnXTRG__lXg&t=701s
[2020/SQL10/SQL17]OSS-DB Silver技術サポート・コンサルティング解説セミナー「運用管理、開発／セミナー「運用管理、開発／SQL」を扱うことができる11:41  〜 環境の講師構築（PostgreSQL の講師インスのデータベースソフトウェア「トールの使い方【重要度：など事前準備）

https://www.youtube.com/watch?v=tnXTRG__lXg&t=701s
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#OSS-DB

標準付属ツール ツール > initdbでデータベースクラスタの初期化データベースクラスタのテーマとゴール初期化

initdbのトレーニング開催スケジュール実行
データベースのデータベースソフトウェア「クラスのデータベースソフトウェア「タ(Pgpool-II)*)を扱うことができる初期化するするPostgreSQLコマンド

--encoding=ENCODINGデータベースのデータベースソフトウェア「の講師デフォルの使い方【重要度：ト文字エンコーディングを指定エンコーディングを扱うことができる指定です。様々な分野で
--no-localeロケールの使い方【重要度：を扱うことができる使い方【重要度：用しない方【重要度：（慣習的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアにローケールの使い方【重要度：を扱うことができる使い方【重要度：用しない方【重要度：ことが推奨されている）されてい方【重要度：る）
データベースのデータベースソフトウェア「クラスのデータベースソフトウェア「タパスのデータベースソフトウェア「の講師指定です。様々な分野で方法は $PGDATAPGDATAで指定です。様々な分野でするか--pgdata=《データベースクラスタパス》で指定データベースのデータベースソフトウェア「クラスのデータベースソフトウェア「タパスのデータベースソフトウェア「》で指定で指定です。様々な分野で

(*) データベースのデータベースソフトウェア「クラスのデータベースソフトウェア「タ: スのデータベースソフトウェア「トレージに記録されるされるPostgreSQLの講師データ一式のパッケージからを扱うことができる格納するディレクトリ。するディレクトリ。様々な分野で

[postgres@ossdb ~]$ initdb --encoding=UTF8 --no-locale
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#OSS-DB起動 (start)

操作対象のバージョンはとなるデータベースのデータベースソフトウェア「クラスのデータベースソフトウェア「タを扱うことができるセットで指定です。様々な分野でする
指定です。様々な分野で方法は は$PGDATAPGDATAか--pgdata=DATADIR

[postgres@ossdb ~]$ pg_ctl start

標準付属ツール ツール > pg_ctlでデータベースクラスタの初期化データベースクラスタのテーマとゴール起動

停止 (stop)
[postgres@ossdb ~]$ pg_ctl stop

--modeで停止モードを指定モードを扱うことができる指定です。様々な分野でfast（デフォルの使い方【重要度：ト） 既存の接続を切断してから停止の講師接続を切断してから停止を扱うことができる切断してから停止してから停止モードを指定smart 新規の接続を受け付けず、既存の接続の終了を待ってから停止の講師接続を切断してから停止を扱うことができる受け付けず、既存の接続の終了を待ってから停止付け付けず、既存の接続の終了を待ってから停止ず、既存の接続を切断してから停止の講師接続を切断してから停止の講師終了を待ってから停止を扱うことができる待ってから停止ってから停止モードを指定immediate クラッシュさせて強制終了を待ってから停止
そのトレーニング開催スケジュール他

restart: 再起動 reload: 設定です。様々な分野でファイルの使い方【重要度：の講師読み込みみ込みみ staus: 起動状態の確認の講師確認
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#OSS-DBPostgreSQLコマンドのトレーニング開催スケジュール分類
サーバアプリケーション（initdb, pg_ctl など）同じマシン内に配置されているデータベースクラスタを対象にコマンド実行じマシン内に配置されているデータベースクラスタを対象にコマンド実行マシン内に配置されているデータベースクラスタを対象にコマンド実行されてい方【重要度：るデータベースのデータベースソフトウェア「クラスのデータベースソフトウェア「タを扱うことができる対象のバージョンはにコマンド実した内容行えることが証明できます
クライアントアプリケーション（createuser, dropuser, createdb, dropdb, psql など）起動してい方【重要度：るPostgreSQLにアクセスのデータベースソフトウェア「してコマンド実した内容行えることが証明できます

標準付属ツール ツール > 接続パラメータについてパラメータについて

クライアントアプリケーションが起動しているPostgreSQLにアクセスするためにアクセスするためにアクセスするために必要な情報 情報 = 接続パラメータパラメータ
どこの講師マシンの講師
どの講師ポートで起動してい方【重要度：るPostgreSQLの講師
どの講師データベースのデータベースソフトウェア「ユーザを使ってを扱うことができる使い方【重要度：って
どの講師データベースのデータベースソフトウェア「にアクセスのデータベースソフトウェア「するの講師か
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#OSS-DB接続パラメータパラメータのトレーニング開催スケジュール指定方法
環境変数
PostgreSQLコマンドの講師オプション

標準付属ツール ツール > 接続パラメータについてパラメータについて

用途 環境変数 オプション 省略時に参照される変数のこと。の講師振る舞いる舞いい方【重要度：
接続を切断してから停止ホスのデータベースソフトウェア「ト

（どの講師マシンに） $PGHOST --host
Unix ドメインソケット

が使い方【重要度：われる
接続を切断してから停止ポート

（どの講師ポート番号ならではの充実した内容で） $PGPORT --port 暗黙的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアに5432が使い方【重要度：われる
接続を切断してから停止データベースのデータベースソフトウェア「ユーザを使って
（どの講師データベースのデータベースソフトウェア「ユーザを使ってで） $PGUSER --username 暗黙的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアにPostgreSQLコ

マンド実した内容行えることが証明できます時に参照される変数のこと。の講師Linuxの講師
OSユーザを使って名が使われるが使い方【重要度：われる接続を切断してから停止データベースのデータベースソフトウェア「

（どの講師データベースのデータベースソフトウェア「で） $PGDATABASE -dbname
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#OSS-DBデータベースユーザ
initdb直後ははpostgresユーザを使ってしか存の接続を切断してから停止在しないしない方【重要度：
initdbを扱うことができる実した内容行えることが証明できますした内容Linux OS ユーザを使って名が使われるが暗黙的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアに管理者のレベルに合わせたコースで権限を持ったデータベースユーザにを扱うことができる持つことは、自分のキャリアのアピールにもつながります。った内容データベースのデータベースソフトウェア「ユーザを使ってになる

標準付属ツール ツール > createuserでデータベースクラスタの初期化データベースユーザの作成のテーマとゴール作成

データベースユーザ「標準付属ツールの使い方【重要度joe」のトレーニング開催スケジュール作成
[postgres@ossdb ~]$ createuser --interactive joe
Shall the new role be a superuser? (y/n) n                      # 管理者権限を付与？を付与？付与？

Shall the new role be allowed to create databases? (y/n) y      # データベース作成権限を付与？作成権限を付与？を付与？付与？

Shall the new role be allowed to create more new roles? (y/n) n # データベース作成権限を付与？ユーザ作成権限を付与？作成権限を付与？を付与？付与？

データベースユーザのトレーニング開催スケジュール削除

--interactiveで対話的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアに作成可能

[postgres@ossdb ~]$ dropuser 削除したいデータベースユーザ名したいデータベースユーザ名データベースユーザ名名
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#OSS-DBデータベース
PostgreSQLの講師データを扱うことができる格納するディレクトリ。する領域
initdbを扱うことができる実した内容行えることが証明できます直後ははメンテナンスのデータベースソフトウェア「用データベースのデータベースソフトウェア「しか存の接続を切断してから停止在しないしない方【重要度：template0, template1, postgres
アプリの講師データを扱うことができる格納するディレクトリ。するた内容めの講師データベースのデータベースソフトウェア「は別途作成すること

標準付属ツール ツール > creatdbでデータベースクラスタの初期化データベースのテーマとゴール作成

データベース「標準付属ツールの使い方【重要度demo」のトレーニング開催スケジュール作成
[postgres@ossdb ~]$ createdb --username joe demo

データベースのトレーニング開催スケジュール削除
[postgres@ossdb ~]$ dropdb 削除したいデータベースユーザ名したいデータベースユーザ名データベース名

データベースのデータベースソフトウェア「作成時に参照される変数のこと。に使い方【重要度：用した内容データベースのデータベースソフトウェア「ユーザを使ってがその講師データベースのデータベースソフトウェア「の講師所有権を扱うことができる持つことは、自分のキャリアのアピールにもつながります。つ

削除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけできるの講師は管理者のレベルに合わせたコースで権限を持ったデータベースユーザにか削除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけ対象のバージョンはの講師データベースのデータベースソフトウェア「の講師所有者のレベルに合わせたコースで権限を持ったデータベースユーザにを扱うことができる持つことは、自分のキャリアのアピールにもつながります。った内容データベースのデータベースソフトウェア「ユーザを使ってだけ付けず、既存の接続の終了を待ってから停止
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#OSS-DBpsqlコマンド
PostgreSQLにアクセスのデータベースソフトウェア「してSQLを扱うことができる実した内容行えることが証明できますできる PostgreSQL コマンド

標準付属ツール ツール > psqlでデータベースクラスタの初期化PostgreSQLにアクセスしてSQL実行

プロンプト

[postgres@ossdb ~]$ psql --username joe --dbname demo
demo=> SELECT * FROM -- 以降、行末までコメント扱いまでコメント扱いコメント扱い扱いい
demo-> pg_user;      -- SQL 文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能改行でコメント扱いは改行ではないので複数行に渡って入力可能ないの終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能でコメント扱い複数行に渡って入力可能渡って入力可能って入力可能入力可能

SQLのトレーニング開催スケジュール実行方法

接続を切断してから停止データベースのデータベースソフトウェア「名が使われる
SQL文の講師入や運用ができる技術力の証明力の認定です。様々な分野で状態の確認（通常は は = で、複数行えることが証明できます入や運用ができる技術力の証明力の認定です。様々な分野で中では -）
管理者のレベルに合わせたコースでユーザを使ってか一般ユーザ（ユーザを使って（# が管理者のレベルに合わせたコースでで、> が一般ユーザ（ユーザを使って）

demo=> 

demo=> demo-> 

demo=# demo=> 

; が文の講師終わり
-- でコメント
SQL構文中での講師空白、タブ、改行えることが証明できますは1つの講師空白として扱うことができるう
SQL構文は大文字エンコーディングを指定、小文字エンコーディングを指定は区別されない方【重要度：

Ctrl + CでSQL入や運用ができる技術力の証明力の認定です。様々な分野でを扱うことができるキャンセルの使い方【重要度：
\qかCtrl + dでpsql接続を切断してから停止を扱うことができる終了を待ってから停止
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#OSS-DBSQL
リレーショナルの使い方【重要度：データベースのデータベースソフトウェア「を扱うことができる操作するプログラミング言語
ISO標準規の接続を受け付けず、既存の接続の終了を待ってから停止格SQL92、SQL:1999、SQL:2003、SQL:2008、SQL:2011、SQL:2016
多くのデータベースソフトウェアで共通規格として取り入れられているくの講師データベースのデータベースソフトウェア「ソフトウェアで共通規の接続を受け付けず、既存の接続の終了を待ってから停止格として取り入れられているり入や運用ができる技術力の証明れられてい方【重要度：る

SQLコマとゴールンド > SQLとゴールは

基本的なな情報 SQL
目的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニア SQL 例

データの講師生成
(Create)

INSERT 文 INSERT INTO products VALUES (1, '帽子');

データの講師読み込みみ取り入れられているり
(Read)

SELECT 文 SELECT name FROM products;

データの講師更新
(Update)

UPDATE 文 UPDATE products SET name = '帽子';

データの講師削除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけ
(Delete)

DELETE文 DELETE FROM products 

SQLのトレーニング開催スケジュール分類
DDL（Data Definition Language; データ定です。様々な分野で義言語）データを扱うことができる入や運用ができる技術力の証明れるテーブルの使い方【重要度：作成に関する する SQL 文
DML（Data Manipulateion Language; データ操作言語）テーブルの使い方【重要度：の講師中でに入や運用ができる技術力の証明った内容データを扱うことができる操作する SQL 文
DCL（Data Control Language; データ制御言語上記以外の の講師 SQL 文）

い方【重要度：わゆるCRUD操作



16© SRA OSS, Inc. Japan all rights reserved.

#OSS-DBCREATE TABLE文
SQLコマとゴールンド > テーブル作成

CREATE TABLE テーブル名名 (列名1 データ型1[, 列名2 データ型2, ...]);

テーブルの使い方【重要度：名が使われる、列名が使われるについ方【重要度：て
大文字エンコーディングを指定、小文字エンコーディングを指定が区別されない方【重要度：（小文字エンコーディングを指定推奨されている））
PostgreSQLの講師予約語は使い方【重要度：えない方【重要度：
マルの使い方【重要度：チバイト文字エンコーディングを指定は使い方【重要度：えるが非推奨されている）

fruitsテーブルを各種用意しています作成する
demo=> CERATE TABLE fruits(id int, name text, price int);

id  name price

列
行えることが証明できます fruitsテーブルの使い方【重要度：

id列、name列、price列で構成
まだ行えることが証明できますデータは存の接続を切断してから停止在しないしない方【重要度：
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#OSS-DB

demo=> INSERT INTO fruits(id, name, price) VALUES (1, 'ringo', 100);
demo=> INSERT INTO fruits(name, id, price) VALUES ('banana', 2, 150); -- 列の指定順序は任意の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能指定順序は任意は改行ではないので複数行に渡って入力可能任意

demo=> INSERT INTO fruits VALUES (3, 'mikan', 200); -- テーブル定義と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能定義と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能順序は任意でコメント扱いデータを付与？登録するなら列名は省略可能するなら列名は省略可能列の指定順序は任意名は省略可能は改行ではないので複数行に渡って入力可能省略可能

INSERT文
SQLコマとゴールンド > データ登録

INSERT INTO テーブル名名 (列名1[, 列名2, ...]) VAULES (データ1[, データ2, ...]);

指定です。様々な分野でした内容列名が使われるの講師順序に対応した順序でデータを指定するに対応した内容順序に対応した順序でデータを指定するでデータを扱うことができる指定です。様々な分野でする
文字エンコーディングを指定データはシングルの使い方【重要度：クォートでくくる
文字エンコーディングを指定データはマルの使い方【重要度：チバイト文字エンコーディングを指定も格納するディレクトリ。可能

fruitsテーブルにアクセスするためにデータを各種用意しています3行登録するする

id  name text

1 ringo 100

2 banana 150

3 mikan 200
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#OSS-DB

demo=> SELECT * FROM fruits; -- 全列の指定順序は任意取得

demo=> SELECT id, name FROM fruits; -- 任意の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能列の指定順序は任意だけ取得取得

demo=> SELECT id, name AS 品名は省略可能, price AS 価格 FROM fruits; -- AS を付与？使って列名を変更って入力可能列の指定順序は任意名は省略可能を付与？変更

SELECT文
SQLコマとゴールンド > データ読み取りみ取り取りり

SELECT 列名1, 列名2, ... FROM テーブル名名 [オプション];

列名が使われるに * を扱うことができる指定です。様々な分野でするとテーブルの使い方【重要度：の講師全列を扱うことができる表示
「列名 AS 別名」を扱うことができるで列名が使われるの講師表示を扱うことができる変更できる

fruitsテーブルのトレーニング開催スケジュール全データ行を読み取るデータ行を各種用意しています読み取るみ出せる取るる
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#OSS-DB

demo=> SELECT * FROM fruits WHERE price > 120;

WHERE句で行データを絞り込めるで行データを絞り込める行データを各種用意しています絞り込めるり込める込めるめる
SQLコマとゴールンド > データ読み取りみ取り取りり > データのテーマとゴール絞り込みり込みみ取り

SELECT 列名1[, 列名2, ...] FROM テーブル名名 WHERE 検索条件;

「検索条件」を扱うことができるにtrue /SQL falseを扱うことができる返す条件式を書けるす条件式のパッケージからを扱うことができる書けるけ付けず、既存の接続の終了を待ってから停止る
条件式のパッケージからがtrueになる行えることが証明できますだけ付けず、既存の接続の終了を待ってから停止が返す条件式を書けるる

fruitsテーブルのトレーニング開催スケジュールデータ行を各種用意しています絞り込めるり込める込めるむ

検索条件でよく使い方【重要度：われる
演算子 /SQL キーワード 例

=
!=, <>
<, >, <=, >=
AND, OR

WHERE price = 150
WHERE price <> 150
WHERE price >= 100
WHERE price > 100 AND price < 200



20© SRA OSS, Inc. Japan all rights reserved.

#OSS-DB

demo=> SELECT id, name, (price * 1.10) AS new_price FROM fruits;

列指定箇所や検索条件には演算子が使えるや検索条件には演算子が使えるにアクセスするためには演算子が使えるが使い方【重要度える
SQLコマとゴールンド > データ読み取りみ取り取りり > 演算子を使うを使う使うう

fruitsテーブルのトレーニング開催スケジュール価格をを各種用意しています1割増しにするしにアクセスするためにする

+, -, *, /SQL
%
^
&, |, #

加減乗算
剰余
べき上
ビットごとの講師 AND、OR、XOR

<<, >>
<, <=, =, >, >=, !=, <>
||
~

算術サポート・コンサルティング左、右シフトシフト
大小比較、等号ならではの充実した内容、不等号ならではの充実した内容
文字エンコーディングを指定列結合わせたコースで
正規の接続を受け付けず、既存の接続の終了を待ってから停止表現マッチマッチ

fruitsテーブルのトレーニング開催スケジュール価格をにアクセスするために単位をつけるを各種用意していますつける
demo=> SELECT id, name, price || '円' AS new_price FROM fruits;
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#OSS-DB

demo=> UPDATE fruits SET price = price -10 WHERE name = 'ringo';
demo=> SELECT * FROM fruits;

 UPDATE文
SQLコマとゴールンド > データ更新

 UPDATE テーブル名名 SET 列名1 = データ1[, 列名2 = データ2 , ...] WHERE 検索条件;

WHERE句で更新対象行を絞り込む（そうしないと全行が更新される）で更新対象のバージョンは行えることが証明できますを扱うことができる絞り込む（そうしないと全行が更新される）り込みむ中で（そうしない方【重要度：と全行えることが証明できますが更新される）
UPDATEする検索条件を扱うことができる事前にSELECTして確認するの講師も手

fruitsテーブルのトレーニング開催スケジュールリンゴをを各種用意しています10円引きにするきにアクセスするためにする

id  name text

1 ringo 100

2 banana 150

3 mikan 200

UPDATE

id  name text

2 banana 150

3 mikan 200

1 ringo 90
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#OSS-DB

demo=> DELTE FROM fruits WHERE name = 'ringo';
demo=> SELECT * FROM fruits;

 DELETE文
SQLコマとゴールンド > データ削除

 DELETE FROM テーブル名名 WHERE 検索条件;

WHERE句で更新対象行を絞り込む（そうしないと全行が更新される）で削除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけ対象のバージョンは行えることが証明できますを扱うことができる絞り込む（そうしないと全行が更新される）り込みむ中で（そうしない方【重要度：と全行えることが証明できますが削除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけされる）
fruitsテーブルのトレーニング開催スケジュールリンゴをのトレーニング開催スケジュール情報を各種用意しています削除する

DELETE

id  name text

2 banana 150

3 mikan 200

高速なデータの全削除（な情報 データのトレーニング開催スケジュール全データ行を読み取る削除（WHERE句で行データを絞り込めるのトレーニング開催スケジュール無いDELETE文より込めるも高速）高速なデータの全削除（）の「標準付属ツールの使い方【重要度
 TRUNCATE TABLE テーブル名名;

id  name text

2 banana 150

3 mikan 200

1 ringo 90
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > データ型 > 数値データ型データ型

データ型名が使われる 別名が使われる バイト数 値の範囲の講師範囲
SMALLINT INT2 2 -32768 〜 32767

INTEGER INT, INT4 4 -2147483648 〜 2147483647

BIGINT INT8 8 -9223372036854775808 〜 9223372036854775807

REAL FLOAT4 4 6桁少数精度
DOUBLE PRECISION FLOAT8 8 15桁少数精度
NUMERIC(精度, 位取り入れられているり) 可変長 小数点より上はより上は131072桁まで、小数点より上はより下はは16383桁

まで
SERIAL SERIAL4 4 1 〜 2147483647

重複の講師無い連番を生成するい方【重要度：連番を扱うことができる生成する
BIGSERIAL SERIAL8 8 1 〜 9223372036854775807

重複の講師無い連番を生成するい方【重要度：連番を扱うことができる生成する
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > データ型 > 数値データ型データ型 > 連番の割り当てのテーマとゴール割り当てり当てて

シリアル型
整数の講師連番を扱うことができる自動で割り振れるり振る舞いれる
SERIAL INT型の講師範囲
BIGSERIAL BIGINT型の講師範囲

テーブル作成時にシリアル型を設定にアクセスするためにシリアル型を各種用意しています設定
demo=> CREATE TABLE customers (id serial, name text); -- int 型の代わりに の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能代わりに わりに渡って入力可能 serial 型の代わりに 
demo=> INSERT INTO customers (name) VALUES ('user1'); -- id 列の指定順序は任意を付与？省略して入力可能データ登録するなら列名は省略可能
demo=> INSERT INTO customers (name) VALUES ('user2');
demo=> SELECT * FROM customers;  

テーブルの使い方【重要度：定です。様々な分野で義時に参照される変数のこと。にシリアルの使い方【重要度：型を扱うことができる指定です。様々な分野ですると内部にシーケンス（連番ジェネレータ）が生成にシーケンスのデータベースソフトウェア「（連番ジェネレータ）が生成される
INSERT時に参照される変数のこと。に自動で連番が割り振れるり振る舞いられる
「重複しない方【重要度：整数値の範囲」を扱うことができるがINSERTされることが保証される→ 行えることが証明できますの講師一意な識別子に使えるな識を持ち、データベースの設計や開発のほか、パフォーマン別子に使い方【重要度：える
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > データ型 > 文字データ型データ型

nにアクセスするためには文字数を指定（バイト数ではない）を各種用意しています指定（バイト数を指定（バイト数ではない）で行データを絞り込めるはな情報 い）の「標準付属ツールの使い方【重要度
PostgreSQLのトレーニング開催スケジュール場合はは3つのトレーニング開催スケジュール型にアクセスするために性能差はほとんど無しはほとんど無し無し

データ型名が使われる 別名が使われる 説セミナー「運用管理、開発／明
CHARACTER(n) CHAR(n) 固定です。様々な分野で長文字エンコーディングを指定列

nを扱うことができる超えたらエラー、満たない場合はスペース詰めえた内容らエラー、満たない場合はスペース詰めた内容ない方【重要度：場合わせたコースではスのデータベースソフトウェア「ペースのデータベースソフトウェア「詰めめ
CHARACTER VARYING(N) VARCHAR(n) 制限を持ったデータベースユーザに付き可変長文字エンコーディングを指定列

nを扱うことができる超えたらエラー、満たない場合はスペース詰めえた内容らエラー
TEXT 可変長文字エンコーディングを指定列

文字エンコーディングを指定制限を持ったデータベースユーザに無い連番を生成するし
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > データ型 > 文字データ型データ型 > パターンマとゴールッチング

LIKE / NOT LIKE 述語

パターン内で使える特殊文字で行データを絞り込める使い方【重要度える特殊文字

文字列 LIKE パターン  -- 大文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字小文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字を付与？区別するする
文字列 ILIKE パターン -- 大文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字小文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字を付与？区別するしない

demo=> SELECT 'abc' LIKE 'abc'; -- true
demo=> SELECT 'abc' LIKE 'a%';  -- true（前方一致検索）前方一致検索）
demo=> SELECT 'abc' LIKE '%c';  -- true（前方一致検索）後方一致検索）
demo=> SELECT 'abc' LIKE '_b_'; -- true
demo=> SELECT 'abc' LIKE 'c';   -- false

文字エンコーディングを指定列としての講師「_」を扱うことができる やコンサルティングができる技術力の証明「%」を扱うことができるを扱うことができるマッチさせる場合わせたコースでは 「\」を扱うことができるでエスのデータベースソフトウェア「ケープする 
_  -- 任意の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能1文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字
%  -- 0以上の任意の文字列の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能任意の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字列の指定順序は任意

上記の講師SQL実した内容行えることが証明できます例の講師通り、SELECT文はテーブルの使い方【重要度：を扱うことができる参照するだけ付けず、既存の接続の終了を待ってから停止でなく、何らかの演算結果を返すことも可能です。らかの講師演算結果を返すことも可能です。を扱うことができる返す条件式を書けるすことも可能です。様々な分野で
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > 日付・時間データ型データ型

データ型名が使われる 説セミナー「運用管理、開発／明 範囲
TIMESTAMP [ (p) ] [WITHOUT TIME 
ZONE]

年月日時に参照される変数のこと。分秒 BC4713 ~
AD5874897

TIMESTAMP [ (p) ] WITH TIME ZONE タイムゾーン付き
年月日時に参照される変数のこと。分秒

BC4713 ~
AD5874897

DATE 日付 BC4713 ~
AD5874897

TIME [ (p) ] [ WITHOUT TIME ZONE ] 時に参照される変数のこと。刻 00:00:00 ~
24:00:00

TIME [ (p) ] WITH TIME ZONE タイムゾーン付き
時に参照される変数のこと。刻

00:00:00+1459 ~
24:00:00-1459

INTERVAL [ (p) ] 日付時に参照される変数のこと。刻の講師差 -178000000年 ~
178000000年
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > 日付・時間データ型データ型

日付・時にシリアル型を設定間データの入力方法データのトレーニング開催スケジュール入力方法

demo=> SELECT '2021/04/10'::date;          -- 「年年/月/日」という文字列を 」という文字列を と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能いう文字列を 文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字列の指定順序は任意を付与？ date 型の代わりに に渡って入力可能キャス作成権限を付与？ト扱い

demo=> SELECT 'April 10, 2021'::timestamp; -- 「年アメリカ式の日付」の文字列を 式の日付」の文字列を の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能日」という文字列を 付」という文字列を の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字列の指定順序は任意を付与？ timestamp 型の代わりに に渡って入力可能キャス作成権限を付与？ト扱い

demo=> SELECT '15:00'::time;               -- 「年時:分」という文字列を 」という文字列を と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能いう文字列を 文の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能字列の指定順序は任意を付与？ time 型の代わりに に渡って入力可能キャス作成権限を付与？ト扱い

日付・時に参照される変数のこと。刻を扱うことができる表現マッチした内容文字エンコーディングを指定列を扱うことができるキャスのデータベースソフトウェア「ト（型変換）する

様々な分野でな様式のパッケージからの講師文字エンコーディングを指定列を扱うことができるPostgreSQLは日付・時に参照される変数のこと。刻として解釈してくれるしてくれる

(*) トランザを使ってクションの講師解説セミナー「運用管理、開発／は省略します。様々な分野で詳細は は LPI-Japan の講師 Youtube チャンネルの使い方【重要度：を扱うことができる参照してください方【重要度：。様々な分野で
https://www.youtube.com/watch?v=tnXTRG__lXg&t=2150s

もとのデータ型 データ型 :: 変換後のデータ型のデータ型 データ型

現在のトランザクションのトレーニング開催スケジュールトランザクション(*)開始時にシリアル型を設定刻を返す関数を各種用意しています返す関数す関数を指定（バイト数ではない）
demo=> SELECT CURRENT_DATE;      -- 日」という文字列を 付を付与？返すす
demo=> SELECT CURRENT_TIME;      -- 時刻を返すを付与？返すす

demo=> SELECT CURRENT_TIMESTAMP; -- 日」という文字列を 付と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能時刻を返すを付与？返すす

https://www.youtube.com/watch?v=tnXTRG__lXg&t=2150s
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > 日付・時間データ型データ型

INTERVAL型

demo=> SELECT '2021-04-10'::date - '1999-12-31'::date;
 ?column?
-----------
 7771 days
(1 row)

「時に参照される変数のこと。間間隔」を扱うことができるを扱うことができる扱うことができるうデータ型

時にシリアル型を設定間データの入力方法間データの入力方法隔を足すを各種用意しています足すす

日付・時にシリアル型を設定間データの入力方法データ型同士の引き算のトレーニング開催スケジュール引きにするき算

「時に参照される変数のこと。間間隔」を扱うことができる表す単位を扱うことができる含んだ文字列はんだ文字エンコーディングを指定列はINTERVA型にキャスのデータベースソフトウェア「トできる
demo=> SELECT '2021-04-10'::date + '100 day'::interval;
      ?column?
---------------------
 2021-07-19 00:00:00
(1 row)

interval のデータ型 単位:
year month week day
hour minute second
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > そのテーマとゴール他のデータ型のテーマとゴールデータ型

配列型
配列型にした内容列は多くのデータベースソフトウェアで共通規格として取り入れられている次元配列を扱うことができる格納するディレクトリ。できる
demo=> CREATE TABLE t1 (col text[]);  -- 1次元のの終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能text型の代わりに 配列の指定順序は任意を付与？定義と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能
demo=> INSERT INTO t1 VALUES ('{Red, Apple, Tomato}'); -- 配列の指定順序は任意は改行ではないので複数行に渡って入力可能 { } でコメント扱い表現、要素はカンマ区切りは改行ではないので複数行に渡って入力可能カ式の日付」の文字列を ンマ区切り区切りり
demo=> SELECT col[2], col[3] FROM t1;  -- 配列の指定順序は任意への終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能アクセス作成権限を付与？は改行ではないので複数行に渡って入力可能 [ ] を付与？使って列名を変更う文字列を 、添字は改行ではないので複数行に渡って入力可能 1 ス作成権限を付与？タート扱い
  col  |  col
-------+--------
 Apple | Tomato
(1 row)

BOOLEAN型

demo=> SELECT true;
 bool
------
 t
(1 row)

TRUE（真）・FALSE（偽）・NULL（値の範囲が存の接続を切断してから停止在しないしない方【重要度：ことを扱うことができる示す）を扱うことができる格納するディレクトリ。
真偽の講師出力の認定です。様々な分野で結果を返すことも可能です。は 「t」を扱うことができるか「f」を扱うことができる

demo=> SELECT false;
 bool
------
 f
(1 row)



31© SRA OSS, Inc. Japan all rights reserved.

#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > 色々ななSELECT文

SELECT文にアクセスするためにはWHERE句で行データを絞り込める以外のオプションがあるのトレーニング開催スケジュールオプションがある
ORDER BY SELECT結果を返すことも可能です。の講師ソート
LIMIT, OFFSET SELECT結果を返すことも可能です。の講師範囲指定です。様々な分野で
DISTINCT SELECT結果を返すことも可能です。から重複行えることが証明できますを扱うことができる取り入れられているり除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけく
GROUP BY, HAVING SELECT結果を返すことも可能です。の講師集計やコンサルティングができる技術力の証明

下準備
カルの使い方【重要度：フォルの使い方【重要度：ニア州の天気情報を格納するテーブルを作成の講師天気情報を格納するテーブルを作成を扱うことができる格納するディレクトリ。するテーブルの使い方【重要度：を扱うことができる作成
demo=> CREATE TABLE weather (
  city varchar(80),
  temp_lo int, -- 最低気温
  temp_hi int, -- 最高気温
  prcp real,   -- 降水量
  date date
);
demo=> INSERT INTO weather VALUES
  ('San Francisco', 46, 50, 0.25, '1994-11-27'),
  ('San Francisco', 43, 57, 0.0, '1994-11-29'),
  ('Hayward', 37, 54, NULL, '1994-11-29');

     city      | temp_lo | temp_hi |  prcp  |    date
---------------+---------+---------+--------+------------
 San Francisco |      46 |      50 |   0.25 | 1994-11-27
 San Francisco |      43 |      57 |      0 | 1994-11-29
 Hayward       |      37 |      54 |        | 1994-11-29
(3 rows)
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > 色々ななSELECT文 > SELECT結果のソートのテーマとゴールソート

ORDER BY句で行データを絞り込める
SELECT 文の講師結果を返すことも可能です。を扱うことができる並び替える（デフォルトは昇順）び替える（デフォルトは昇順）替える（デフォルトは昇順）える（デフォルの使い方【重要度：トは昇順）

降順にする場合わせたコースではDESCを扱うことができる指定です。様々な分野で

demo=> SELECT * FROM weather ORDER BY city;

SELECT 列指定 FROM テーブル名名 ORDER BY 列名 [, 列名, ...]; 

SELECT 列指定 FROM テーブル名名 ORDER BY 列名 [, 列名, ...] DESC; 

ORDER BYを各種用意しています指定しな情報 いとデータのトレーニング開催スケジュール並びは不定びは不定
SELECT文を扱うことができる実した内容行えることが証明できますして得られたデータの並び順が、次回も同じになる保証は無いられた内容データの講師並び替える（デフォルトは昇順）び替える（デフォルトは昇順）順が、次回も同じになる保証は無いも同じマシン内に配置されているデータベースクラスタを対象にコマンド実行じマシン内に配置されているデータベースクラスタを対象にコマンド実行になる保証は無い連番を生成するい方【重要度：
データの講師並び替える（デフォルトは昇順）び替える（デフォルトは昇順）順を扱うことができる保証した内容け付けず、既存の接続の終了を待ってから停止れば、必ず ず ORDER BY を扱うことができる使い方【重要度：う必ず 要がある

都市名でソートで行データを絞り込めるソート
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > 色々ななSELECT文 > SELECT結果のソートのテーマとゴール範囲指定

LIMIT, OFFSET句で行データを絞り込める
SELECT文の講師結果を返すことも可能です。を扱うことができる範囲指定です。様々な分野でする

SELECT結果を返すことも可能です。の講師「OFFSET行えることが証明できます」を扱うことができるから「LIMIT」を扱うことができる件だけ付けず、既存の接続の終了を待ってから停止表示する
「OFFSET 0」を扱うことができるで一行えることが証明できます目から

demo=> SELECT * FROM weather ORDER BY city LIMIT 2 OFFSET 0;

SELECT 列指定 FROM テーブル名名 LIMIT 件数 OFFSET 開始行; 

ORDER BY句で行データを絞り込めると併用しな情報 ければな情報 らな情報 い
SELECT文を扱うことができる実した内容行えることが証明できますして得られたデータの並び順が、次回も同じになる保証は無いられた内容データの講師並び替える（デフォルトは昇順）び替える（デフォルトは昇順）順が、次回も同じになる保証は無いも同じマシン内に配置されているデータベースクラスタを対象にコマンド実行じマシン内に配置されているデータベースクラスタを対象にコマンド実行になる保証は無い連番を生成するい方【重要度：
ORDER BYで順序に対応した順序でデータを指定するを扱うことができる決めない限り、行のどこが返ってくるか予想がつかないためめない方【重要度：限を持ったデータベースユーザにり、行えることが証明できますの講師どこが返す条件式を書けるってくるか予想がつかないためがつかない方【重要度：た内容め

先頭からから2行だけ取る得
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > 色々ななSELECT文 > SELECT結果のソートのテーマとゴール重複行を使う取りり除く

DISTINCT句で行データを絞り込める
SELECT文の講師結果を返すことも可能です。から重複した内容行えることが証明できますを扱うことができる取り入れられているり除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけく

SELECT DISTINCT 列名1[, 列名2, ...] FROM テーブル名名 ...; 

demo=> SELECT DISTINCT city, date FROM weather;

demo=> SELECT DISTINCT city FROM weather;

SELECT文の講師結果を返すことも可能です。の講師全列を扱うことができる使い方【重要度：うの講師でこれは意な識別子に使える味が無いが無い連番を生成するい方【重要度：

DISTINCT ON句で行データを絞り込める
ONで指定です。様々な分野でした内容列の講師みを扱うことができる使い方【重要度：って重複を扱うことができる取り入れられているり除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけく
重複削除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけ条件と表示させた内容い方【重要度：列が異なる場合に使うなる場合わせたコースでに使い方【重要度：う
ORDER BY句で更新対象行を絞り込む（そうしないと全行が更新される）と併用しない方【重要度：と削除できるのは管理者権限か削除対象のデータベースの所有者権限を持ったデータベースユーザだけされる行えることが証明できますが不定です。様々な分野でになるの講師で注意な識別子に使える
SELECT DISTINCT ON (列の指定順序は任意名は省略可能1[, 列名2, ...]) 列指定 FROM テーブル名名 ...; 
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > 色々ななSELECT文 > SELECT結果のソートのテーマとゴール集計

集約関数を指定（バイト数ではない）
関する 数に渡した列の値を使ってした内容列の講師値の範囲を扱うことができる使い方【重要度：って1行えることが証明できますの講師結果を返すことも可能です。を扱うことができる返す条件式を書けるす
demo=> SELECT max(temp_hi) FROM weather; -- 最高気温を付与？求めるめる

GROUP BY句で行データを絞り込める

max(Pgpool-II)) 最大値の範囲 min(Pgpool-II)) 最小値の範囲 avg(Pgpool-II)) 平均値の範囲 sum(Pgpool-II)) 合わせたコースで計やコンサルティングができる技術力の証明 count(Pgpool-II)) 行えることが証明できます数

GROUP BYで指定です。様々な分野でした内容列の講師値の範囲毎に集約関数を実行するに集約関する 数を扱うことができる実した内容行えることが証明できますする
demo=> SELECT city, max(temp_hi) FROM weather GROUP BY city; -- 都市毎の最高気温を求めるの終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能最高気温を付与？求めるめる

GROUP BY句で行データを絞り込める + HAVING句で行データを絞り込める
GROUP BYした内容SELECT結果を返すことも可能です。行えることが証明できますを扱うことができる絞り込む（そうしないと全行が更新される）り込みむ中で
demo=> SELECT city, max(temp_hi) FROM weather
         GROUP BY city HAVING max(temp_hi) > 55; -- 上の任意の文字列の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能結果からさらに気温が から列名は省略可能さら列名は省略可能に渡って入力可能気温が 55 度より高い行を求めるより高い行を付与？求めるめる
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > インデックス

インデックス
テーブルの使い方【重要度：の講師行えることが証明できますデータを扱うことができる素早く見つけるための仕組みく見つけるための仕組みつけ付けず、既存の接続の終了を待ってから停止るた内容めの講師仕組みみ
テーブルの使い方【重要度：の講師検索やコンサルティングができる技術力の証明並び替える（デフォルトは昇順）び替える（デフォルトは昇順）替える（デフォルトは昇順）えが早く見つけるための仕組みくなる

作成
CREATE INDEX [インデックス名] ON テーブル名名 (列名[1, 列名2, ...]);

削除
DROP INDEX インデックス名;

使い方【重要度いど無しころ(*)
WHERE条件で使い方【重要度：う列
ORDER BYで使い方【重要度：う列

(*) 無い連番を生成する駄にインデックスを作成すると、検索性能の向上に効果がないだけでなく、にインデックスのデータベースソフトウェア「を扱うことができる作成すると、検索性能の講師向上に効果を返すことも可能です。がない方【重要度：だけ付けず、既存の接続の終了を待ってから停止でなく、UPDATE時に参照される変数のこと。にインデックスのデータベースソフトウェア「の講師更新がオーバーヘッドとなり、性能が低下はしてしまい方【重要度：ます。様々な分野で
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#OSS-DB

SQLコマとゴールンド > インデックス

インデックスのトレーニング開催スケジュール作成前後ののトレーニング開催スケジュールSELECT性能を各種用意しています比較
demo=> CREATE TABLE index_test (num int); -- インデックス作成権限を付与？テス作成権限を付与？ト扱い用テーブルテーブル定義と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能
demo=> -- generate_series 関数を付与？使って列名を変更って入力可能 1 から列名は省略可能 10 万まで値を登録するまでコメント扱い値を登録するを付与？登録するなら列名は省略可能する
demo=> INSERT INTO index_test VALUES (generate_series(1, 100000));
demo=> \timing -- SQL の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能実行時間が出力されるようになる（が出力されるよう文字列を に渡って入力可能なる（前方一致検索）psql の終わりは改行ではないので複数行に渡って入力可能メタコマ区切りンドと呼ばれる機能）と同じ順序でデータを登録するなら列名は省略可能呼ばれる機能）ばれる機能）
demo=> SELECT * FROM index_test WHERE num = 50000; -- インデックス作成権限を付与？を付与？使って列名を変更わない SELECT
  num
-------
 50000
(1 row)

Time: 34.597 ms
demo=> CREATE INDEX ON index_test (num); -- インデックス作成権限を付与？作成
demo=> SELECT * FROM index_test WHERE num = 50000; -- インデックス作成権限を付与？を付与？効かせてもう一度 かせて入力可能もう文字列を 一度より高い行を求める SELECT
  num
-------
 50000
(1 row)

Time: 1.622 ms
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#OSS-DB

まとゴールめ

PostgreSQL学ぶ人が習の最初の一歩を踏み出せるのトレーニング開催スケジュール最初めてデータベースを学ぶ人がのトレーニング開催スケジュール一歩を踏み出せるを各種用意しています踏み出せるみ出せる出せるようにアクセスするために以下を各種用意しています解説

このトレーニング開催スケジュールスライドのトレーニング開催スケジュール内で使える特殊文字容はすべて試験に出るか、試験に問われる前提知識ですはすべて試験にアクセスするために出るか、試験に問われる前提知識です試験にアクセスするために問われる前提知識ですわれる前提知識ですで行データを絞り込めるす
このトレーニング開催スケジュールスライドのトレーニング開催スケジュール内で使える特殊文字容はすべて試験に出るか、試験に問われる前提知識ですを各種用意しています起点にして他領域の学習へと進んでみてくださいにアクセスするためにして他領域の学習へと進んでみてくださいのトレーニング開催スケジュール学ぶ人が習の最初の一歩を踏み出せるへと進んでみてくださいんで行データを絞り込めるみ出せるてください

PostgreSQLの講師起動・停止モードを指定
データベースのデータベースソフトウェア「クラスのデータベースソフトウェア「タの講師初期化する
PostgreSQLクライアントアプリケーションの講師基本的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアな使い方【重要度：い方【重要度：方
SQLの講師基本的な知識を持ち、データベースの運用管理が行えるエンジニアな使い方【重要度：い方【重要度：方


